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東北を
地域づくりの

トップランナーに



復興への4つのパラダイムシフト

　第1、2章では、被災地で芽生えた未
来への息吹を紹介した。紹介できたのは
ほんの一部であり、今、東北地域全体
にそうした息吹が芽生えている。一つひ
とつの息吹はまだ小さいが、それらが集 
まって大きな風となったとき、東北にはま
ったく新しい未来像を描くことができる。
2050年までを見据えて、この東北の未来
を４つの視点から考えていきたい。

―原状回復を超えたチャレンジを

　東北の多くの地域では、東日本大震
災が起こる前から地域活性化の限界に
直面していた。たとえば、自然の脅威に
対する力での対抗の限界、国・地方の
役割分担システムの限界、人口減少・高
齢化など地域社会維持の限界、従来型
インフラ整備・維持管理の限界の４つ

（#01）。これらを超えることができず、多
くの地域が衰退の危機に直面していた。
震災は、そんな東北をいよいよ待ったなし
の状態に追い詰めたのだ。東北の復旧

復興は、当面の問題を解決するだけで
はなく、従来の限界を乗り越える変革の
試みでなくてはならない。未来への息吹
とは、原状回復を超えて将来の飛躍につ
ながるチャレンジである。
　そこで東北の未来への道のりを次のよ
うに描いてみた。震災からの5年間は着
実な復旧への取り組みと、第1、2章で
見てきたような新たなチャレンジである。
なかには着実に実を結び、地域に根を下
ろす取り組みも出るだろう。次の5年間に
はそうした従来の限界を超える成功が 
拡大し、全国から東北スタイルと称され
評価されるようになる。さらに時間をかけ
て地域の成長を促すことにより、2050年
には東北がわが国の持続可能な地域づく
りのトップランナーとなるという具合だ。
　変革を着実に進めるうえでは、4つの
限界に対応した、４つのパラダイムシフト
が必要となる。次項から、それぞれにつ
いての現状と、将来的な実現の仕方につ
いて見ていく。
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出所：MRI

#01　2050年に東北を世界の先進地域に
復興への4つのパラダイムシフト

自然にとけ込む、
低環境負荷、安
全・安心な生活
の実現

「道州制」をベース
とし、国と地域の
新たな関係に基
づく新たな地方行
政制度への移行

日本の新たな発展
基盤としての「地
域発産業」の拡大
と新たな「地域コ
ミュニティ」構築

老若男女すべて
が活躍できる高
度で魅力的な社
会基盤の実現

国・地方の
役割分担システム

自然の脅威に
対する力での対抗

地域が
抱えていた
4つの限界

長期
～2050年

従来型
インフラ整備・
維持管理

人口減少・
高齢化など
地域社会維持

垂直なガバナンスから
水平なガバナンスへ

自然との対峙から
自然との融合へ

地域を支える
堅牢でしなやかな
バックボーン構築

地域力を集め
最大化する社会へ

01 02 03 04

東日本大震災発生、早急に社会変革に取り組む必要性の顕在化

着実な復旧・復興の実施と新たなチャレンジ

東北独自の新たな取り組みの拡大・「東北スタイル」の確立

成長のための基盤熟成

実現すべき
パラダイム
シフト

復興前期 
～2016年

復興後期 
～2021年

中期 
～2030年
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